
コミュニティスクールを
地域と学校をとりまく課題解決のプラットフォームに

学校の課題 子どもの課題 地域の課題

「社会に開かれた
教育課程」の実現

働き方改革 多様な子どもたち 安心・安全

・探究の学び
・協働的な学び
・保護者・地域等が具体
的に何をすればいいの
かイメージが持ちづら
い

・行事の精選
・学校と地域の役割
分担

・教員の意識改革

・学校・教室外の
居場所

・多様な学びの場
の不足

・学校と地域の連携
体制
・災害時に避難場所
となる学校の整備
課題

・住民同士のつながり
・郷土愛を育む

・地域の見守りの人
材減少

地域防災 地域活性化

そのためには…

（例）上田市立神科小学校
【お助けっ十ルーム】

（例）天龍村立天龍小中学校
【天龍PTA見守り隊】

（例）安曇野市立穂高東中学校
【地域と連携した防災学習】

（例）⻑野市立若穂中学校
【学級総合】

（例）大町市立美麻小中学校
【美麻市⺠科】

（例）大町市立美麻小中学校
【学校運営協議会】

（例）上田市立北小学校
【大人の学び講座】

（例）郷土愛プロジェクト

（2024⽂部科学省⾏政説明資料より⻑野県教育委員会⽣涯学習課作成）

コミュニティスクールにより 地域と学校の連携・協働で解決に向けて取り組む

の充実



学校の目標についての熟議
→特色ある学校づくり

（例）大町市立美麻小中学校
・多様な関係主体との連携・協
働により学校⻑のビジョンの
具現化

・地域の子どもを育てるという
視点のもとチームでの地域の
特色を⽣かした学校づくり体
制を構築

学 校 運 営 参 画 の 有 用 性

学校運営参画が目指す姿は、保護者や地域住民等がお互いに対等な立場で学校の目標や学校・地域が抱え
る課題への取組みついて話し合うこと
→保護者や地域住民等と学校が課題を共有し、協議する仕組み
→保護者や地域住民等が当事者意識を持って参画することで、様々な取組が活性化

子ども学校 地域住⺠
多様な大人との関わり
→非認知能力の高まり
（例）⻑野市立松ヶ丘小学校
・多様な他者とのつながりの広
がりが子どもたちの学びを広
げ、最終的にはともに学んだ
大人への感謝につながる。

（例）⻑野市立若穂中学校
・たくさんの大人が関わることで
児童・⽣徒の自己肯定感・有用
感の高まりやチャレンジ精神の
育成が期待できる。

地域課題をもとにした熟議
→学校を核とした地域づくり
（例）上田市立北小学校
・子どもの成⻑を見る機会は、関わ
る方にとっても非常に大きな学び
でもあり、大人自身の自己肯定感
に繋がる。

・頼まれたときだけのお手伝いより
は、授業を作っていく段階から関
われれば、関わる側の当事者意識
も高まる。

学校課題をもとにした熟議
→学校だけでない「チーム
学校」での対応

（例）大町市立美麻小中学校
・成熟した運営協議会では、不
登校やいじめなど、学校内外
において子どもが抱える問題
を協議し、学校外の関係者と
共に支援体制を構築すること
が可能。

学校運営への参画
→主体性の高まり
（例）上田市立北小学校
・学校運営委員会（協議
会）へ参加し、学校づく
りに関わった子どもたち
は主体的に地域のことを
考えられるようになって
いく。

（第1回・2回コミュニティスクール検討会ご意見から抜粋）



学校運営参画の充実を実現させる上で課題
となっていることは
○学校運営委員会（協議会）での決定事項等の周知

○情報共有の難しさと人的コスト

○地域と学校のコミュニケーション

○地域連携の度合にはバラつきがある



地域と学校の連携・協働における度合
（段階）とは

• 誰しも最初から連携・協働のスペシャリストではない

• 連携・協働の熟度・練度のような段階を上がっていくようなプロセス
が地域にも学校にもあるのではないか

• コミュニティスクールの議論の難しさは、多様な当事者の多様な考え
が一つの場に混ざり合うから

今、自分たちがどうなっていて、何をしていて、ここから先どこ
に向かっていけばいいのかの可視化が必要



参画のはしご

「子どもの参画」
（ロジャー・ハート、萌⽂社、2000）より



学校運営参画のステージ

□委員会（協議会）へ参加し
ている

□委員会（協議会）で（指名
されて）発言している

○促されて学校との活動に参
加している

ステージ １

□学校課題・地域課題を委員会
（協議会）で議題とし、その
解決に向けて話し合っている。

□地域学校協働活動が教育目標
にリンクしている

○担任とボランティアが地域学
校協働活動に係る授業づくり
を共にアイディアを出しなが
ら⾏っている。

○「目指す子ども像」実現に向
けての活動を学校と連携しな
がら地域主体で実施している。

□どんな子どもの姿を願うか
（「目指す子ども像」）の決
定に積極的に関わっている。

○自主的に学校（地域）との活
動に参加している。

○自分が関わった活動について
振り返りをしている。

ステージ ２

ステージ ３

参加…活動の一員として加わること
参画…活動の計画・実⾏に加わること



学校運営参画のステージ

□委員会（協議会）へ参加している。

□委員会（協議会）で（指名されて）発言する。

○促されて学校との活動に参加している。

ステージ １



学校運営参画のステージ

□どんな子どもの姿を願うか（「目指す子ども像」）
の決定に積極的に関わっている。

○自主的に学校（地域）との活動に参加している。
○自分が関わった活動について振り返りをしている。

ステージ ２



学校運営参画のステージ

□学校課題・地域課題を委員会（協議会）で議題とし、
その解決に向けて話し合っている。

□地域学校協働活動が学校教育目標にリンクしている。
○担任とボランティアが地域学校協働活動に係る授業づ
くりを共にアイディアを出しながら⾏っている。

○「目指す子ども像」実現に向けての活動を学校と連携
しながら地域主体で実施している。

ステージ ３



学校運営参画の充実の先に…（こんな学校に）

学校と地域に対話の場が
ある学校

ステージ １

学校課題や地域課題を多様
な人材の意見をもとに協議
し、解決していかれる学校

保護者・地域と共に課題解
決を進める透明性のある信
頼される学校

学校と地域が協働し、その
地域の特色を⽣かした活動
が⾏われる学校

学校課題に対して地域から
の支援が得られる学校

保護者・地域から課題解決
を進めるための意見が得ら
れる学校

ステージ ２

ステージ ３

具体的にはどんなことを
すればいいの？



学校運営参画充実のためのトライ（案）

ステージ １

次のステージへのトライ
・委員と子どもが関わる機会を増やす
・学校運営委員会（協議会）の議題設定を学校とコーディネーター、
委員⻑で検討してみる

・委員会（協議会）運営を委員会（協議会）の会⻑が⾏う。
・学校課題を議題として取り上げ、解決方法を検討（授業化）
・「こうしたい」「こうなるといいな」夢を語る機会を設ける
・ボランティアの居場所（空間・役割）を学校内につくる
・信州型CSアドバイザーの利用

ステージ ２



学校運営参画充実のためのトライ（案）

ステージ ３

次のステージへのトライ
・委員が主体の地域学校協働活動の企画・運営
・地域課題を議題として取り上げ、解決方法を検討（授業化）
・活動の振り返りと次年度の活動を語る機会を設ける
・委員・ボランティアの活動における権限を高める
・学校も地域も共にわくわくできる活動が⾏えないか話し合ってみる

ステージ ２



学校運営参画のステージ

□委員会（協議会）へ参加し
ている

□委員会（協議会）で（指名
されて）発言している

○促されて学校との活動に参
加している

ステージ １

□学校課題・地域課題を委員会
（協議会）で議題とし、その
解決に向けて話し合っている。

□地域学校協働活動が教育目標
にリンクしている

○担任とボランティアが地域学
校協働活動に係る授業づくり
を共にアイディアを出しなが
ら⾏っている。

○「目指す子ども像」実現に向
けての活動を学校と連携しな
がら地域主体で実施している。

□どんな子どもの姿を願うか
（「目指す子ども像」）の決
定に積極的に関わっている。

○自主的に学校（地域）との活
動に参加している。

○自分が関わった活動について
振り返りをしている。

ステージ ２

ステージ ３

参加…活動の一員として加わること
参画…活動の計画・実⾏に加わること


